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【三王南塚古墳群2号墳調査概要】

2号墳は平成元年に南河内町史編さん事業の一環とし

て調査を実施しています。

前方部を南に向けた全長約50ｍの前方後方墳で、周

溝の形・深さは不定形です。

火山灰（浅間C軽石？）が堆積する竪穴建物の後に古

墳が造られていること、出土遺物の年代などから、3世紀

末～4世紀初に造られ

た栃木県内最古級の

古墳の一つであると考

えられています。

竪穴建物跡 竪穴建物跡の遺物出土状況

国土地理院 米軍撮影航空写真 1948

横塚古墳

下谷田遺跡

下石橋愛宕塚古墳

【周辺の前期古墳との関係】
これまでの調査で、古墳時代前期の下野市域には、三王山南塚古墳を首長墓とする三王遺跡の存

在が明らかにされていました。最近の調査によって、田川の西岸に田中道光山遺跡（古墳群）を首
長墓とする大坂遺跡が存在したことがわかりました。2つの集団がどのような関係にあったのかに
ついては、今後の調査で明らかにしていきたいと思います。

大坂遺跡

『下野市周辺の古墳群Ⅱ』下野市教育委員会より転用

下野市周辺の古墳分布図 『下野市周辺の古墳群Ⅱ』下野市教育委員会より転用

三王山南塚古墳群 第3次調査
さ ん の う や ま み な み づ か こ ふ ん ぐ ん

―遺跡の範囲確認のための発掘調査―

3号墳は２号墳よりも
古い可能性あり

三王山南塚3号墳

■

御鷲山古墳

星の宮古墳

三王山39号墳
三王山古墳

三王山南塚1・2号墳

【三王山南塚古墳群の概要】

三王山南塚古墳群は、南北に長い台地の南端に所在し
ます。この台地上には、古墳時代前期と後期の古墳が80
基以上点在していることが確認されています。
これまでの調査では、弥生時代後期から古墳時代前期
の集落（三王遺跡）と三王山南塚古墳群1・2号墳、朝日観
音1号墳などの前期古墳が確認されています。

調査により、弥生時代後期の集落が形成された後、3世

紀末～4世紀初頭に前方後方墳である南塚2号墳、1号墳

の順に築造されたことが明らかになっていました。

南塚古墳群2号墳が県内最古級の古墳である可能性が
高いことから、県南地域における弥生から古墳時代への
変革期の様子を知ることができる重要な遺跡と考えられ、
令和3年度より実態解明に向け、古墳の築造年代や古墳
周囲の土地の利用形態を確認するための調査を開始しま
した。
３次調査は、南塚古墳群2号墳の再調査を実施しました。 遺跡名 墳形 大きさ

三王山南塚
古墳群1号墳

前方後方墳 全長46ｍ

三王山南塚
古墳群2号墳

前方後方墳 全長50ｍ

三王山南塚
古墳群3号墳

方墳
東西14ｍ
南北15ｍ

朝日観音1号墳 方墳 1辺15ｍ

ぜんぽうこうえんふん

前方後円墳

ぜんぽうこうほうふん

前方後方墳

ほうふん

方墳
えんぷん

円墳

古墳の形からわかること
栃木県では、古墳時代前期（3世紀末～４世紀）に

前方後方墳や方墳が造られました。
その後、古墳時代中期（５世紀）以降になって、前
方後円墳や円墳が登場します。

■

三王山南塚■
古墳群3号墳

三王遺跡

朝日観音1号墳

三王山南塚
古墳群2号墳

三王山南塚
古墳群1号墳

■▲ ■▲

東の飛鳥プロジェクト

下野市では、歴史・文化を

活用したまちづくりに取り

組んでいます。

古墳群を構成する主な古墳

2号墳の出土遺物

平成元年度の調
査で周溝から出土。

折り返し口縁の赤
く塗られた大型の
壺。口縁部と肩部
に縄文が施文され
ているのが特徴的。

■



三王山南塚古墳群第3次調査全体図

３号墳

２号墳

１号墳

第２トレンチ

第１トレンチ

第３トレンチ

第４トレンチ

【第3次調査概要】
これまでの調査で、３号墳が２号墳より古い可能性があることが判明し、両者の関係性を明らかにするため

に調査を実施しました。
令和5年度の２号墳の調査でも３号墳と同様に周溝の外周を掘削し、一段下げている可能性があることが判明

しました。2号墳の東側に所在する1号墳の東側一帯に平坦面が広がることから、3基の古墳の築造に伴い、東西
130m、南北80ｍ（約10,000㎡）の範囲を掘削していた可能性が想定されます。
今回の調査によって、約50ｍ規模の墳丘の築造とともに周囲の地形を改変した可能性が高いことが明らかに

なりました。古墳時代前期の北関東地域では、金属製の工具はあまり用いられていなかったと考えられること
から、この規模の土木工事を行うためには大規模な動員が必要であったと考えられます。
こうした背景として、弥生時代に未発達だった階層性が進展し、この時期に強大なリーダー層が誕生したこ

とが考えられます。

台地に平坦面が広がる（－標高53.3ｍ ）

【3号墳の調査概要】

令和3年度より、古墳の保存を目的として、築造年代

や古墳周囲の土地の利用形態を解明するための調査

を開始しました。

令和3・4年度の第１・２次調査により、３号墳は墳丘

に盛土がない可能性があり、周溝の外側を掘削し、

一段低くしているために墳丘が高く見えることが

明らかになりました。

年代を決定でき

る遺物は出土し

ていませんが、

出現期の古墳の

特徴を持つことや

2号墳の周溝との

関係性から、3号

墳が最も古い可

能性があることが

わかりました。
３号墳の墳丘と周溝（東から）

第１トレンチ
後方部の墳丘断割り状況（西から）

第２トレンチ
後方部の東側周溝の確認状況（東から）

第３トレンチ
前方部の東側周溝の確認状況（東から）


